資料3ー3
上津道補植計画と万博の森の林型の再検討について

[image: ]〇上津道補植計画について
　　園路沿いの環境条件（日照条件、水分条件）を把握するため、現地調査を行った）









































[image: ]○ 調 査 日：令和５年１月18日
○ 調査項目：日照条件、土壌水分条件
○ 調査方法：
・日照条件（散乱光の透過率、光透過時間）
沿道環境が異なる計５箇所において園路両側（北側及び南側）で全天空写真を撮影し、撮影した写真を「CanopOn2」を用いて解析して散乱光の透過率（ＳＯＣ）及び光透過時間を算出・整理した。
・土壌水分条件
日照条件と同様の調査箇所で、土壌水分計（導電率をもとに、電気の通しやすさから水分量（％）を推計）を用いて土壌の水分含有量を測定・整理した。測定は、最大値及び最小値をそれぞれ３回測定し、平均値を算出した。
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日照条件については散乱光の透過率が21.2～67.5％となっており、調査地点ごとの差が確認された。一方、水分含有量は42.9～45.3％となっており、調査地点ごとの明確な差は確認されなかった。日照条件については散乱光の透過率が21.2～67.5％となっており、調査地点ごとの差が確認された。一方、土壌水分条件は42.9～45.3％となっており、調査地点ごとの明確な差は確認されなかった。（降雨後4日目の調査）
↓
日照条件を反映し植栽計画を作成。土壌水分については植栽時に再度確認の上リストより樹種を選定
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補植方針
〇植栽は各区間の植栽リストから光条件、水分条件に合ったものを植栽。（水分条件はその都度確認）
〇早急な植栽が必要な個所は購入苗で補植。時間的に余裕のある個所は育苗苗の生長状況に合わせて随時補植。
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[image: ]各エリアの植栽イメージ
ゾーン1-①


1ゾーン２北側






[image: ]                                                                                                                    ゾーン４北側

ゾーン３北側
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ゾーン1-②
ゾーン1-③


ゾーン４南側


ゾーン３南側
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[image: ]〇地中レーダー探査
【調査方法】
　　①　樹木回りの根の調査　　　　　3か所　　　
　（健全木、不健全木、枯死木　各1か所）　　　
　　②　園路沿いの地中ガラ調査　　30ｍ×6カ所










　　



②園路沿いの地中ガラ調査　　
　　　園路沿いにおいて周辺の反射信号と異なる信号が得られており、樹木根からの反射信号の可能性、底部付近の廃材からの反射信号の可能性について整理。
深さ１.5ｍまでの範囲で連続して存在する廃材のような反射信号はなかった。これは50年の期間を経て廃材が土と同化している可能性もある。
　　　No.５の地点では1.5ｍの深さに根とは違う反射信号があり、今後掘削により確認する予定。













〇林型の再検討についての方針
●同じ林班内であっても、優占する樹種の分布に偏りがある場合には、林班を細分化する。

●環境省及び大阪府のレッドリストに掲載されている希少植物が生育している場合は、当該植物の重要性や種の生態、生育環境等を踏まえ、必要に応じて林班を再編成した上で目標林型を設定する。










●各林班に対し、施業時の留意事項も併せて整理する。
〔施業時の留意事項の例〕
・希少植物が生育している箇所周辺は、基本現状維持
・北摂の里山を代表する樹種については、常緑広葉樹であっても保全の可能性を含め検討する。（例：クスノキ、ヤマモモ等）
・外来樹木（ナンキンハゼ、トウネズミモチ等）については、原則として伐採する。
・全域で最も個体数が多く他種を被圧しているアラカシについては、長期的には伐採を進めるが、伐採により大規模なギャップが生じる場合には、間伐にとどめるなどの段階的な伐採を行う。









































【調査結果】
　　①樹木周りの根の調査
　　　今回測定した3か所の根からの反射信号を示したのが右図で、左端の昨年度実施した健全木の根からの反射信号のプロットに比べ、顕著に少ない。これは、近傍の水分含有量測定結果は41～45％で、根が周辺土壌の水分と同化している可能性がある。
NO.2の枯死木（ケヤキ：9月20日倒木）は特にプロット数が少なく、２方向のみで、片側半分はまったく確認されていない。これについては枯死木と健全木の差異による可能性がある。
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No.1地点（健全木）
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①




②
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令和5年度
モデルエリアを2か所設置。
施業面からの検討を行うため、アラカシが被圧している個所等での段階的な間伐等を行うモデルエリアを設置する
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image3.emf
ゾーン テーマ 区間の特徴

ゾーン1

花の丘につながる明るい里山を感じるゾーン

本ゾーンは、花の季節には多くの人が訪れる花の丘につながる

ゾーンであり、沿道は明るい落葉広葉樹林が形成されているこ

とから、里山環境を基本としつつ、花の丘につながる楽しさを演

出できる環境の形成を目指す。

・上津道の北側、南側とも、散乱光の

透過率等は比較的高い。

ゾーン2

落ち着きのある針葉樹の森を感じるゾーン

本ゾーンは、沿道の両側にスギが生育し、他のゾーンと異なる

景観が形成されていることから、来園者が前後のゾーンとの違

いを楽しめるように上津道のアクセントとして「落ち着いた針葉

樹の森」を感じることができる環境の形成を目指す。

・日当たりが良く、沿道の樹木伐採後

に雑草が繁茂している。

ゾーン3

来園者を上津道へいざなうゾーン

本ゾーンは、中央口から花の丘に向かう一連の上津道の入り

口部分にあたることから、来園者が上津道に入りやすい明るい

雰囲気の環境の形成を目指す。

・一部区間に水路が整備されている

が、それ以外の区間は沿道の樹木が

伐採され、補植が必要となっている。

ゾーン4

梅林とつながる花木を楽しむゾーン

本ゾーンは、一連の上津道とは分断されており、他のゾーンとの

連続性よりもゾーンの西側に整備された梅林等との関連性を

考慮し、来園者が花木を楽しめるゾーンとする。

・千里橋につながる道路によって、他の

対象区間とは分断されている。区間の

東側には梅林が整備されている。


